特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年9月6日424号
里山農園便り　　9月10日（月）　午前9時から秋野菜の種まきを実施　小雨決行です
予定をしていた1日は、猛暑が続きで雨の気配もなく、このような条件ではまいた種は芽を出すことが出来ない悪条件でしたので、種まきをやめ草引き作業を行いました。10人もの皆さんが集まっていただきました。10人による草引きだったのでどんどん作業が進み、カボチャやサツマイモの畝の草も綺麗に引き抜けました。
夏草引き仕事は、一人では、なかなかはかどらず、疲れが先に立って根気が続きません。夏の草引きは大変な作業です。ところが大勢の人手ですとみるみる仕事がはかどりますから、疲れを感じないのではないでしょうか。
さて、いよいよ種蒔の時期が猶予なく迫ってきます。10日の月曜日9時から何としても種まきを小雨決行で実施します。大勢の方々のご参集をお待ちしています。昨年より少し早い種まきですが、丁度よいころです。
里山農園の本格的な開園から一年が経過しました。種蒔まきも稲刈りも終わった頃、少しゆっくり過ごす時間を考える提案がありました。9月27日(木)午後から28日にかけて、「伊勢答志島へ御馳走を食べに行こう」です。ここ数年里山の会では宿泊のお出かけは実施していません。参加希望者は大村幸正副理事長に連絡をとって下さい。 (このプランは会の計画ではありません。有志による呼掛けです)
木津川ワークショップ　9月2日（日）午前9時　山城大橋下　木津川右岸で行う。
スタッフが8時過ぎに集合、決められた持ち場で準備を進めます。タマリに入る組は、意気揚々と網を差し入れ、捕獲調査を始めました。案内ルートの係りは、のぼりをアチコチに立てています。受付では、三々五々集まってくる皆さんに元気に声をかけました。頃合いにワンドに出かけ、長年研究してこられた小川先生から、成果物についてきめ細かく解説を戴きました。
約20年前の木津川はイタセンパラの数量では淀川本線より多かったという報告に驚きました。朝からの調査でイシガイの稚貝が数多く捕獲できているのを見て、これはすごいだとお話がありました。貝は条件が整えば短期間でものすごい増殖ができる。タナゴ類は1年で成魚になり産卵して命が無くなる｢年魚｣だとのお話にみなさん大きくうなずいておられました。7つのタマリがかつて存在していて、それぞれに特徴があって年中水が存在するものや、全く水が無くなるタマリ等それぞれ違った条件を持っていたとの事でした。尽きぬ質問が続きました。
10時30分には中部住民センターに移動して小川力也先生からお話を聞く。
現場での質問や解説が矢継ぎ早に出されましたが、それを遮ってせせらぎへ会場を移して、引き続いてお話を聞きました。中でも印象的だったのはイタセンパラの産卵には二枚貝の存在が必須条件だからとして強い関心が注がれるが、誕生したその時の条件が最も大事で、泳ぐことも出来ないので、大水が出るなどするとひとたまりも無くなる。特に誕生した時から一カ月間が最も大切な時期なのだと力説されました。講演後、次から次へと問題提起や質問が出されました。講演後にワークショップを予定していましたが、イタセンパラの復活に掛ける熱意ある質問が続きました。事務局ではみなさんの疑問にお答えして戴くことが必要だと判断して、時間を延長しました。参加者の方々の木津川への期待と、木津川でイタセンパラが生き続けた環境について、知りたいという期待の大きさが感じられたイベントでした。（詳しいことは会誌23号に掲載予定です）。
木津川の秋の花散策　15日　希少植物の管理地83カ所を点検しながら案内をします。参加者は乗り合わせなど工夫してお越しください。自動車で移動します。午前9時から12時解散です。私レンジャーとしての役割が3月までが任期なので、木津川花散策の最終回として全コースを踏破します。集合は山城大橋西詰めにお越しください。９時には出発します
第2回古川水ウォッチング　
15日　集合　午前9時30分　集合場所　城陽市北部コミュニティセンター　
１古川城陽域の散策，２水質検査
城陽域を流れる古川は、一時期に比べると美しくなって来ました。先日の大雨では排水機がフル稼働しましたが浸水被害を発生させました。危険な川でもあります。しっかり観察し、更に良い川を目指していきましょう。みなさんのご参加をお待ちしています。
野鳥観察会　23日　木津川流域センター(木津川市山城町北河原　24号線　開橋南方100ｍ)
午前9時00分～12時解散

渡りの中継地として絶好の場所が木津川の河川敷や草原です。ちょうど渡りの季節に当ります。今年は何種類を確認できるでしょうか。
稲刈り体験　22日　(土)　10時00分　集合：京田辺市普賢寺小学校前　12時過ぎまで　
参加費一人500円　新米のご飯有り

毎年人気の里山の会定番のイベントです。取りたての新米の美味しい御飯を用意します。そして刈り取った田圃で御輿巡行します。自然の恵みに感謝し1年の豊作を祝います。
これで厳しい冬を乗り切ることができる主食が準備できました。みんなで喜びあいましょう。
会誌23号の原稿募集　　募集締め切り日：9月20日　調査研究報告　活動参加の感想文　仲間の広場への意見やなんでも　特集｢私の○○○｣と題したご意見随筆なんでも　およせください。メールでの投稿歓迎　≪書式　Ｂ5　10.5ポイント　空白：上下左右24ｍｍ≫
第16回里山講演会　　城陽市男女共同参画支援センター　9月8日（土曜日）13時～17時
演題｢秀吉と淀川｣でお話をいただきます。大阪市歴史博物館館長　脇田修氏

ＪＲ城陽駅から徒歩３分（城陽中学グランド西）
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

